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 2月14日 経営方針説明会 

こんにちは。近藤です。2月14日、ホテル日航金沢

にて当社の経営方針説明会を開催しました。今年で17

回目となりますが、これだけの期間継続できたことに

深く感謝しております。 

さて、昨年は「価値創造 今を生きる」というテー

マで、環境省の二国間クレジット制度（JCM）事業へ

の取組、UAEシャルジャでの現地法人設立、そして中

古部品オークションの開始、ブラジルの工科大学

（CEFET-MG）とリサイクル教育センター設立調

印、フィリピンでのリサイクル事業のための現地保険

会社への研修などについて報告しました。 

今年は更なる飛躍を図るべく、「内なる自分を信じ

る」とし、サウジアラビアのリサイクル事業、東京大

学、千葉大学の学生を巻き込んだ新工場候補地調査な

ど現在進行中のプロジェクトについて説明しました。  

また、新年早々に会宝ラーニングジャパンという

コーチングを行う会社設立の話をしました。国内の企

業へはコーチングを、また海外の企業へは日本人が持

つ「和の心」や「利他の精神」を世界へ伝えようと考

えたからです。 

それからは例年通り、副社長を中心にして各部門

リーダーから前期実績と今期の活動計画発表。場を一

気に和ませてくれる近藤塾によるパフォーマンス。そ

して、講演会と続きます。 

まずは、元松下政経塾の塾頭をされていた「志ネッ

トワーク」上甲晃さんの講演。「それは人のためになる

か？」を考えて行動すればぶれることはない。まさし

く「利他の精神」です。 

そして、4年連続となった神田昌典さん。「2015年

飛躍のための、流れとタイミング」と題してスピード

感の溢れるスピーチでした。「日本人の持った優れた思

想を世界に広める」という言葉は、その後のスピー

カーであるコーチ・カルダン氏と私がこれから進めよ

うとしている会宝ラーニングジャパンにぴったりとく

るものでした。期せずして3名ともに日本人の精神性を

話題にされたことは、今年のキーワードとなるかもし

れません。 

 



 

 

今月は 国内業務部 国内部品課 松川喜代恵さんからコメントをいただきました！ 

 皆様こんにちは、農業事業部の畠中です。２月の前半は冬真っ

盛りといわんばかりに、ハウスの表面が氷ついてバリバリになっ

ている氷点下の日が数日ありました。特に今年は気温・日照とも

に例年より低く、トマトの熟度・色付きも遅くなりがちです。 

 そのような中でも私たちは廃油バーナーを駆使して、防寒に努

め週に２度の収穫を確保しています。今月も先月に引き続き、収

穫が終わった株を片付けて、資材も回収したあとに若苗の植え替

えを行っています。写真のBefore→Afterは片づけ前と定植後の

ものでハウス内を奇麗な状態にリセットします。片付け・準備の

間に播種と育苗も順次行います。ハウス内では２回に分けて植え

ることで収穫のピークがずれて、作業性の向上、収量の平均化に

努めています。現在収穫中のトマトも３月上旬で一旦終わり、次

作のための準備に取り掛かっていきます。 

 

 今作も試行錯誤を重ね、前

作以上の収量と美味しさを確

保できるように、１つ１つ改

善を行い楽しみながら頑張っ

ていきます。 

 皆様こんにちは。国内部品課の松川です。主に経理業務、部品入力を行って

おりますが、部品のお問い合わせで電話応対もさせて頂いております。昨年の

７月に入社し、当初は車の部品名がまったく分からず、お客様に大変ご迷惑を

おかけしました。しかし、お客様や上司、先輩方々にいろいろ教えて頂き、と

ても感謝しております。日々勉強です！ 

 私は昔からスポーツをしたり、体を動かす事が好きで中学高校とソフト

ボールをしてきました。社会人になっても沢山の方と知り合い、交流すること

ができました。また、2008年には東京マラソン（1０ｋｍコース）を、無事

完走し、2010年には息子と一緒に金沢城マラソンにも参加しました。私はス

ポーツを通じ、チーム力の大切さを学びました。何よりスポーツをしていると、とても楽しいです！仕事も

楽しんで、お客様に元気と笑顔をお届けできるようこれからも頑張ります！ 

 
国内部品課 

  松川喜代恵さん                

 農業の取り組み ～農業事業部より～ 片付け＆準備 

 

Before After 



 

 

   今月のパチリ☆ 

    

  改善提案の取り組み ～ 国内部品課より ～           

「元気ライスプロジェクト(写真１枚で参加できるボランティア活動)」 
「写真を送る」という行動を、起こしていただいた皆様に感謝です。 

今後も出来ることから、進めていきますのでよろしくお願いします。 
  

 ●進捗報告 

 2015年2月28日現在 7,488 SMILE (1,729日経過) 

こちらをクリックして下さい！ 

 国内部品課の大森です。昨年から国内部品課で取り組んできました、毎月20日改善提案1人5

件提出。頭を悩ませ、いまの業務や現場に「問題あり」の意識を持って取り組んでいます。 

 「問題は現場にあり」といわれますが、視点を変えてみると見えているようで見えていないと

いうことに気がつきます。普段から意識をすることで、たとえばＡに置いていた部品を10セン

チ手前に置いたとすると往復で10秒の時間短縮ができそう。そしてこの動作が1日50回あった

としたら・・改善を実施することで1日約8分の短縮に。これが1ヶ月24日稼動だったとして

192分（約3時間）の改善に。それを年間にしてみると・・ 考えるだけでワクワクしますね！ 

 そしてお客様に少しでも喜んでいただける行動を目指し、ちょっとした気づきを積みあげて大

きな成果に繋げていきます！ 

 こんにちは！つい先日お正月を迎えたと思っていましたが、早もう3月です。時の流れは本当に早いもの

です。さて、その３月ですが、自動車業界に身を置く当社はいわゆる繁忙期となります。自動車メーカーの

決算期に伴って廃車が増えるためです。入庫台数も、2月の倍以上になります。多忙な時期だからこそ、お

客様に満足していただける様なサービスをもちろん

忘れません。他社で金額の付かなかった車でも買取

りさせていただきますし、お車をお引き取りに伺う

際は、日時指定にも出来る限り対応させていただき

ます。お問合せだけでも喜んでお受けいたします。

査定は無料ですので、どうぞお気軽にご連絡くださ

い。社員一同笑顔で応対させていただきます♪  

 写真はお引き取りにお伺いするドライバーです。

（担当：松本） 

http://www.kaiho.co.jp/jp/sp/project/smile28.html


 

 

 みなさんこんにちは。タイ出向中の竹内です。 

 今回はタイのサッカー熱について紹介します。タイの街を歩けばどこ

にでも、有名サッカー選手の広告で賑わっています。特に人気なのはイ

ングランド・プレミアリーグで、マンチェスターユナイテッドやチェル

シーなどのチームが大人気です。また、東南アジア諸国で争う大会、

AFFスズキカップ2014が11月22日から開幕しています。（右上写真

がその時のトロフィーです）1996年に始まった同大会は、今回で第10回目を迎えます。今大会はベトナ

ムとシンガポールの共同開催。大変な盛り上がりを見せています。タイ代表にはぜひ頑張ってほしいです!! 

 近年は東南アジアサッカーのレベルも向上し、これまでワールドカップやユーロにしか興味がなかった地

元のサッカーファンも注目する一大イベントとなりました。また、プレミアリーグでプレーする日本人選手

が増えたことにより、タイでも日本人選手が注目され、過去にマンチェスターユナイテッドに所属した香川

真司選手(現在はドルトムント所属)などの活躍によって、日本代表のユニフォームを着るタイ人も街中で多

く見かけます。サッカーを通じて、日本とタイの交流がさらに進んでいくといいですね。 

   

〒920-0209 金沢市東蚊爪町1-23-3 

 会宝産業株式会社 

ホームページもご覧ください。 

http://kaihosangyo.jp/ 

ご意見ご要望はこちらまで 

soumu@kaiho.co.jp （担当：宮村） 

〒920-0209 金沢市東蚊爪町1-23-3 

車輌課 （車輌引取り・査定） 

TEL  076-237-5347（直通電話ができました！） 

FAX  076-237-1950 

Email : sales@kaiho.co.jp 

部品課 （部品注文/担当：大森・鹿野・角島） 

TEL  076-237-5138 

FAX  076-237-6090 

Email : kokunai@kaiho.co.jp 

  社員海外レポート ～タイより～ 

2月実績 

入庫台数 1,027 台 処理台数  950 台 

From 

Thailand 

 2月21日、千葉大学園芸学部の環境造園実習の発表会が行われました。会宝産業が提唱する静脈産業と

農林業とが融合したコミュニティ構想を契機として、東京大学の三島助教の指導のもと、中山間地域の新た

な暮らし方の可能性を検討し、それを実現する具体的な案を、金沢市袋板屋町をモデルに千葉大学の学生た

ち14名が３チームに分かれて発表しました。 

 発表内容はどれも素晴らしく、歴史的背景や将来予測などしっかり調査分析されており、中山間地域のこ

れからの方向性を示唆するものでした。地元住民の方も大変感動 

して発表に聞き入っていました。 

 今回の発表会をスタートとして、地域住民、金沢市と一体とな 

ってこの構想の実現に向けて行動していきます。 

 三島先生、千葉大学の皆さん、ありがとうございました。 

                     （担当：桜井） 

 今月のトピックス       ～千葉大生による発表会～ 


